
第３１回企画展　明治１５０年「幕末明治そのときの亀山」　出品目録

大コーナ
ー番号

小コーナ
ー番号

出品
番号 展示キャプション 出品資料名 所属 備考 員

数

1
1
大黒屋光太夫が書いたロシ
ア語の扇子 大黒屋幸太夫筆ロシア文字扇面 館蔵佐藤家文書 実物 1

2 2 大黒屋幸太夫取調写本―漂
民台覧ノ記―

漂民台覧ノ記 館蔵今井家文書128 実物 1

3
3
大黒屋幸太夫取調写本―欧
羅巴洲魯西亜記― 欧羅巴洲魯西亜記 館蔵加藤家文書43－0

－52 実物 1

4

1

4 大黒屋幸太夫取調写本―漂
舶船主歴国帰朝詳説私記―

漂舶船主　歴国帰朝詳説私記 田中稲蔵家所蔵3-2-6
-20

実物 1

5
5
対異国船亀山領分若松海岸
警衛計画図（複写）

嘉永六年歳癸丑秋八月於南若松村
以凡四分十間之積図

館蔵加藤家66-0-249 ターポリン 1

6

6

寛政五年（1793）正月、天
保十四年（1843）、嘉永六
年（1853）の若松海岸警固
の対応

（異国船防御につき御触等写若松
浦浦異国船海防備え）

館蔵加藤家文書34-0-
265 実物 1

7

2

7
海岸警衛行軍のための亀山
城内集合場所

御先手一隊備立　生田手扣【掟書
并惣人数寄附名前　粮米之積一　
被仰出御書付一件】

館蔵加藤家文書34-0-
2

実物 1

8

8

石川家家老加藤家が入手し
ていたペリー持参のアメリ
カ合衆国大統領親書日本語
訳写「合衆国伯理璽天徳書
翰和解」

合衆国伯理璽天徳書翰和解 館蔵加藤家文書34－0
－3

実物 1

9

9

ペリー来航が与えた間接的
な影響石川総禄が元絵の写
を見たから、その絵を写し
た「亜墨利加軍道並応接場
絵図」

亜墨利加軍道並応接場絵図 館蔵小林秀夫家資料 実物 1

10

10

ペリー来航が与えた間接的
な影響　石川総禄より絵を
見たいというので、その絵
を写した「米利乾舶真図」

米利乾舶真図 館蔵小林秀夫家資料 実物 1

11

11

ペリー来航が与えた間接的
な影響　伊勢神宮が世情不
安から御贄神事の復活を村
へ依頼する

安政二卯歳六月　御贄神事御改御
奉書并書上写　伊藤神主扣

館寄託能褒野神社資
料3 実物 1

12

3

12

ペリー来航が与えた間接的
な影響　復活　御贄神事―
干鮎献上の際に道中で用い
られた会符―

「太一御用」会符 館寄託能褒野神社資
料7 実物 1

13
13
東海道亀山宿を駆け抜ける
異国船情報 覚（異国船発見につき） 館蔵加藤家文書25－1

－136 実物 1

14

1

4

14
今度は長崎沖で異国船を発
見　フェートン号かも

文化五戊辰年八月廿八日問屋町奉
行へ申出候覚（大村上総介より異
国船　来航の報知につき）

館蔵加藤家文書25－1
－22 実物 1

15
15
石川総和が書いた盃を献じ
て長寿を祝う書「獻壽盃」

石川総和筆「獻壽盃」掛幅 館蔵加藤家文書65-0-
1

実物 1

16
16
号は浩堂　石川総定による
中国古典「酔古堂剣掃」か
らの書

石川総定筆居官七要掛幅 館蔵天野家文書 実物 1

17

2 1

17
石川総脩が家臣天野遠正が
帰郷したことに対し送った
書「忠孝無殊道」

石川総脩筆「忠孝無殊道」掛幅 館蔵天野家文書35－10
実物 1

大コーナ
ー番号

小コーナ
ー番号

出品
番号 展示キャプション 出品資料名 所属 備考 員

数

18
1 18

慶応三年（1867）家臣に披
露した石川成之の花押

（慶応三年石川成之花押につき達
書）

館蔵加藤家文書30-4-
70 実物 1

19

19

慶応三年（1867）十二月廿
四日条―石川成之が上京の
ため、江戸から亀山に御初
入の記事―

慶応三年元旦起毫　丁卯日記　錦
洞書堂　同四年戊辰改元明治

館蔵天野家文書36-10 実物 1

20

20

慶応四年（1868）上京道中
に朝廷から徳川慶喜らの追
討の知らせ、石川成之へ鈴
鹿山警衛の要請記事

慶応四年龍集戊辰正月十二日起毫
　御上京御供日記　錦洞書房蔵

館蔵天野家文書36-12 実物 1

21

2

21
明治二年（1869）四月二十
四日参朝し、詔書を頂戴す
る記事

明治二巳正月起毫　巳歳日志　錦
洞書房

館蔵天野家文書36-13 実物 1

22
3 22

石川総和が直接、名川丹下
を家老役、山﨑内蔵允を年
寄役に申付ける

（年寄役申付の直書） 館蔵加藤家文書14－4
－86

実物 1

23

23

加藤内膳、石川総定から家
老役を命じられ、あわせて
隠居石川総和と於真へは干
鯛を送ったので、その礼状

（加藤内膳家老役蒙りの際御隠居
様並び於真様へ干鯛差上につき礼
状）

館蔵加藤家文書68-5-
49 実物 1

24

4

24
佐治善右衛門が家老役にな
ったので、同じ家老役加藤
内膳へ挨拶の書状

（佐治善左衛門好裕八月四日家老
役及び明組預かり仰付られるにつ
き挨拶状）

館蔵加藤家文書25-5-
587

実物 1

25

25

元治元年（1864）七月京都
での禁門の変で焼失したと
ころを示した「京都大焼之
図」

本しらへ　元治元子年　京都大焼
之図　七月十九日昼辰之刻 焼
ル、同廿日同事、廿一日朝六ツ時
ニしずまる

館蔵今井家文書2-109 実物 1

26
5

26

元治元年（1864）八月朔
日、家老加藤内膳が記録し
た京都八(や)幡(わた)の警
衛日記

元治元甲子八月朔日　城州八幡御
警衛中　日々記公私共覚

館蔵加藤家文書36-0-
100 実物 1

27

27

家老近藤杢右衛門の逼塞だ
けは勘弁と殿に歎願したこ
とに対する家老加藤内膳の
返書

（近藤氏この度逼塞隠居のうち逼
塞勘弁の歎願、八幡神廟警衛、砲
術鉄砲　稽古日承知置きにつき書
状）

館蔵加藤家文書25-6-
989 実物 1

28 『鐸山遺稿』 館蔵中田松井家文書4
-95

実物 1

29
28
元家老近藤鐸山に関する書
物に掲載された近藤鐸山の
肖像写真 『読史余感』 館蔵中田松井家文書1

1-204
実物 1

30
29
黒田孝富肖像ガラス乾板
（複製） 黒田孝富肖像ガラス乾板複製

館蔵複製
原ガラス乾板加藤尚
大家所蔵

実物 1

31
30
黒田孝富の肖像が収録され
た『勤王家黒田孝富小伝』

『勤王家黒田孝富小伝』 館蔵今井家文書 実物 1

32

6

31 「黒田孝富遺剣之碑」拓本 黒田孝富先剣之碑拓本 館蔵図書館資料 実物 1

33
32
が記した大政奉還関係の文
書―慶応三年（1867）錦洞
の日記　写真―

慶応三年元旦起毫　丁卯日記　錦
洞書堂　同四年戊辰改元明治

館蔵天野家文書36-10 写真パネ
ル
1

34 （大政奉還に伴う諸藩の処遇につ
き建白書下書）

館蔵加藤家文書1-1-4
3 実物 1

35

2

7

33
大政奉還に伴う諸大名の処
遇についての建白下書 井伊掃部頭（大政奉還に伴う諸藩

の処遇につき建白書下書）
館蔵加藤家文書1-1-4
4 実物 1

1ﾍﾟｰｼﾞ 亀山市歴史博物館



第３１回企画展　明治１５０年「幕末明治そのときの亀山」　出品目録

大コーナ
ー番号

小コーナ
ー番号

出品
番号 展示キャプション 出品資料名 所属 備考 員

数

36

34

明治元年（＝慶応四年　186
8）石川成之家臣、榊原一善
が鈴鹿山の警衛をしたこと
を記す日記

文久三年　明治九年ニ至ル迄　覚
書甲　第壱号一善持

館蔵森榊原家文書1-0
-26

実物 1

37
1

35
石川成之が版籍を奉還する
ことを記した文書（文字パ
ネル）

（石川成之の版籍奉還）

（国立公文書館太政
類典・第一編・慶応
三年～明治四年・第
十四巻・制度・雑二
画像）

翻刻文パ
ネル

1

38
36
石川成之亀山藩知事任命を
伝える文書

（版籍返上のうえ藩県三治の制を
敷くにつき知藩事任命状）

館蔵加藤家文書2-14-
120

実物 1

39 2

37
明治二年（1869）天野錦洞
の日記にみる石川成之亀山
藩知事任命の記事（写真）

明治二巳正月起毫　巳歳日志　錦
洞書房

館蔵天野家文書36-13 写真パネ
ル
1

40 38 「亀山藩」印影 「亀山藩」印影 館蔵加藤家文書6-0-2
6 実物 1

41
53
津藩も動揺―明治三年（187
0）の藩政改革―

（津藩藩制改革による動揺につき
報告）

館蔵加藤家文書1-16-
355 実物 1

42 39 亀山藩庁の職制表 亀山藩二年三年職制表 国立公文書館三重県
史料 表パネル 1

43

3

40 明治三年（1870）の藩庁改
革に伴う役員列席の図

藩庁改革役員列席ノ図 館蔵加藤家文書6-0-1
19

実物 1

44
41
亀山藩大参事は、藩ではな
く明治政府が決めます

（亀山藩大参事宣下につき請書
写）

館蔵加藤家文書6-0-6 実物 1

45 4

42

改革の事については、みん
なで相談しましょう―東京
の参事から亀山の大少参事
への内状―

（藩制規則発令後の窺書について
未だ指図無き旨・正権大参事取調
べは小生帰国の上相談したき旨内
状）

館蔵加藤家文書60-6-
51 実物 1

46
43
明治三年（1870）亀山藩辞
令―榊原権造へ亀山藩兵押
伍を任命する―

（明治三年亀山藩兵伍辞令） 館蔵森榊原家文書2-1
4-112

実物 1

47
44
亀山藩辞令―加毛精治へ亀
山藩文学局教授を任命する
―

（亀山藩文学局宣下） 館蔵加毛家文書4 実物 1

48
45
亀山藩申達―鳥山養草の願
いの通り隠居を申達す―

（明治三年亀山藩隠居申達書） 鳥山家文書56 実物 1

49

5

46

明治四年（1871）亀山藩の

蔵願いの通り隠居申付、八
木朳父隠居につき家禄米六
石を下賜します―

八木鎌蔵隠居申付状並びに八木木
八家禄米六石下賜状扁額

八木敦夫家所蔵 実物 1

50

47
明治三年（1870）亀山藩伺
―亀山城は今日無用の長物
なので取毀たい―

亀山城廃城伺

国立公文書館所蔵　
太政類典第一編　自
慶応三年至明治四年
七月　第百七巻　2A9
太-107

写真翻刻
文パネル 1

51

6

48
あの多門櫓も売却対象だっ
た―鈴鹿郡亀山字本丸の亀
山城売却建物図―

亀山城売却建物図 館蔵樋田清砂コレク
ション 実物 1

52
49
「藩ヲ廃シテ県ヲ被置候ニ
付」内状

（明治四年七月十六日付廃藩置県
御趣意につき内状）

館蔵加藤家文書60-6-
60

実物 1

53

3

7

50

明治四年（1871）秋旧亀山
藩知事石川成之が亀山を去
り元家臣と別れる悲しさを
歌った漢詩

石川成之東京移住掛幅 館蔵天野家文書 実物 1

大コーナ
ー番号

小コーナ
ー番号

出品
番号 展示キャプション 出品資料名 所属 備考 員

数

54
8 51

『改置府県概表』にみる亀
山藩の廃藩置県

（明治辛未十二月新刊大蔵省編纂
改置府県概表）

館蔵森榊原家文書1-0
-42 実物 1

55 3

9 52
明治四年（1871）九月、東
京から亀山県への定期便内
状

（従五位様御発途・祠官取扱・造
酒税納・出張県兵の進退・ぽりす
編制等につき書状）

館蔵加藤家文書60-3-
42 実物 1

56 54 畝引を願う川合村 覚（川合村畝引願） 館蔵鈴鹿郡地方文書1
-43-2 実物 1

57 55 用捨引を願う太岡寺村 （御請免畝引御用捨引御免違奉願
上）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-75-3

実物 1

58
56 皆無田引を願う長明寺村

覚（日照りにつき皆無田引願并皆
無田書上）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-78-3 実物 1

59
57 田村の虫送り

覚（田方立毛植付後不順米にて葉
虫うんか虫多きに付明晦日三夜の
間鳴物松明にて虫送り仕度届）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-35-1 実物 1

60

58 阿野田村の雨乞

覚（旱魃続き四日八日迄五日之内
鳴物にて雨乞のところ利生無く、
明十二日村役人共川垢離を取、産
神仏へ百度参し利生）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-81-5 実物 1

61 （関山開発につき坂下村・沓掛村
ほか11村出入りにつき見聞の為出
張依頼状）

館蔵加藤家文書39-0-
123 実物 1

62 館蔵鈴鹿郡地方文書2
-19 実物 1

63 館蔵鈴鹿郡地方文書2
-20 実物 1

64 館蔵鈴鹿郡地方文書2
-21 実物 1

65 館蔵鈴鹿郡地方文書2
-22 実物 1

66 館蔵鈴鹿郡地方文書2
-23

実物 1

67 館蔵鈴鹿郡地方文書2
-24

実物 1

68 館蔵鈴鹿郡地方文書2
-25 実物 1

69

1

59
明治にも確認が行われた関
山の一件

江戸時代関山一件

館蔵鈴鹿郡地方文書2
-26 実物 1

70

60 文化十年の阿野田村人口

文化十年酉八月村高堤間数井関溜
池水筒筧橋御林新開林家数人数書
上　控
牛馬数普請并賃有無　阿野田村　
豊田多賀助所持写　服部宇左衛門
扣

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-193

実物
表パネル

1

71

4

2

61 太岡寺村の人口
明治二年巳七月　御請一札　太岡
寺村　大庄屋服部宇左衛門組（合
綴太岡寺村明細）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-51

実物
表パネル 1

2ﾍﾟｰｼﾞ 亀山市歴史博物館



第３１回企画展　明治１５０年「幕末明治そのときの亀山」　出品目録

大コーナ
ー番号

小コーナ
ー番号

出品
番号 展示キャプション 出品資料名 所属 備考 員

数

72

62 加太村から太岡寺村へ嫁の
呼入

覚（久居領安芸郡楠平尾村八蔵女
子つう年弐拾三太岡寺村孫兵衛悴
孫助妻に呼入度き願い
津領鈴鹿郡加太村伝兵衛娘すけ年
十七太岡寺村安田肥後悴周治妻に
呼入度き願
神戸台町たい弟乙松年三十二太岡
寺村半左衛門方へ養子に呼入度き
願
瑞光寺領会下村沙五郎女子さき年
弐十二太岡寺村儀八悴藤治妻に呼
入度き願）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-41-11 実物 1

73
63
川合村から桑名宿へ妻へ差
遣

覚（川合村医師井上覧亮女子たそ
桑名宿桑名良徳妻へ差遣願）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-46 実物 1

74

3

64
津領中縄巳之助弟太岡寺村
に入百姓

覚（津領中縄已之助弟当村入百姓
に仕度願）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-69-7

実物 1

75
65
一つの村に庄屋が複数―野
村、山下村―

覚(苗代肥し牛馬飼料難渋に付神
辺山差留草刈免除願)

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-40 実物 1

76
4

66
一人の庄屋が複数の村を―
鷲山村、太岡寺村―

往還縄手御普請所寄夫御扶持米請
取券帳

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-14

実物 1

77 館蔵西川喜弘家文書2 実物 1

78

4

5 67
地券が納税の台帳―明治時
代の税金は個人にかかる

地券
館蔵加藤家文書7-6 実物 1

79
68
亀山宿東町　樋口本陣平面
図

亀山宿樋口本陣平面図 館蔵樋口まゆみ家文
書 実物 1

80 69 関宿中町　川北本陣平面図 （本陣屋敷図） 川北政廣家所蔵文書3
-160 実物 1

81
70
坂之下宿　大竹屋本陣平面
図 （高家本陣屋敷図） 高家健家所蔵文書81 実物 1

82 71 亀山宿東町宿継問屋の印 問屋場印 館伊藤家寄託資料 実物 1

83

1

72 亀山宿西町宿継問屋の印 問屋場印 館田中家寄託若林家
資料42-2～4 実物 1

84
73
将軍徳川家茂が上洛―亀山
宿の宿割記録「宿内軒別書
上帳」―

宿内軒別書上帳 館蔵白木家文書 実物 1

85
75
将軍徳川家茂が上洛―坂之
下宿の宿割記録「坂下宿家
別麁図書上帳」―

東海道坂下宿家別麁図書上帳　上
ヶ帳之下　東海道　坂下宿

高家健家所蔵文書80 実物 1

86
74
将軍徳川家茂が上洛―将軍
の供奉らが江戸へ帰るとき
の宿割り記録―

癸文久三年亥六月十八日　還御　
御供立御宿割帳　御旅館　関駅

川北政廣家所蔵文書2
-8-7 実物 1

87
89
私たちが営む大竹屋本陣に
はこんな宿泊実績がありま
す

家継宝鑑　仁　御本陣大竹 高家健家所蔵文書82 実物 1

88

2

76 将軍家茂上洛の際は、ぜひ
川北本陣をご利用下さい。

文久弐壬戌年九月　御上洛被仰出
候ニ付願書其外諸般当座仮扣帳　
川北久左衛門

川北政廣家所蔵文書3
-74 実物 1

89

3 77

若林又右衛門から譲渡され
た御伝馬役一疋他全てを確
かに譲請けました―日野池
内村の鈴木清兵衛より―

元治二年乙丑正月差入申一札之事 館田中家寄託若林家文書1 実物 1

90

5

4 78
助郷村は、亀山宿のやりか
たに怒り爆発―重たい荷物
ばかり運ばせる―

慶応三年古助郷十四村擾乱之記 館蔵加藤家文書53-0-39 実物 1

大コーナ
ー番号

小コーナ
ー番号

出品
番号 展示キャプション 出品資料名 所属 備考 員

数

91
4 79

有り得ない助郷―京都、大
坂まで助郷に当てられるこ
とのことわりを歎願―

慶応二年覚（今般仰せ出さる助郷
に付沙汰止み四拾ヶ村歎願）

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-15-5 実物 1

92
5 80

明治政府が助郷の組替をし
た―これに関宿が承知した
請印―

御触書亀山領津領村々御請印帳　
東海道関宿

川北家所蔵文書3-76 実物 1

93

81

明治元年十月　駅逓役場か
ら若林又右衛門へ伝馬所取
締を申し付けられる　―明
治になっても伝馬に関する
役をすることになる―

（亀山宿伝馬所取締役申付につき
書状）

館田中家寄託若林家
文書4 実物 1

94
83
明治天皇の東京行幸以後の
通行者―明治二年六条殿宿
泊―

明治二己巳年四月七日四日市宿御
立　六条御殿御泊下宿割帳　御本
陣　大竹伝右衛門

高家健家所蔵文書24-
2 実物 1

95
82
明治天皇の東京行幸以後の
通行者―明治三年西本願寺
新門跡の宿泊―

明治三午年四月十日草津御立　西
本願寺新御門跡様御泊覚　坂下宿
御本陣　高屋伝右衛門

高家健家所蔵文書23 実物 1

96
84
明治天皇の東京行幸以後の
通行者―明治二十二年皇后
陛下の通輿―

皇太后宮陛下御通輿記事 高家健家所蔵文書86 実物 1

97

6

85
明治二十三年　関西鉄道の
開業　旧大竹屋本陣は廃業
します

引移ニ付合議書 高家健家所蔵文書74 実物 1

98
86
商人に農地が集まる―慶応
二年新所字鐘鋳場新田と本
陣川北家―

新所地字鐘鋳場新田略記　芋ケ平
トモ云　慶応二丙寅歳仲夏綴之　
川喜多政醇

川北政廣家所蔵文書3
-75 実物 1

99
87
商人に農地が集まる―嘉永
三年橋爪休意開発字芋が平
新田と本陣川北家―

嘉永三庚戌年六月（橋爪休意開発
芋が平新田絵図写及び新田証文
写）

川北政廣家所蔵文書3
-63-1～3 実物 1

100

5

7

88
商人に農地が集まる―弘化
四年川北彦兵衛が田地を売
り渡す―

弘化四丁未年十一月売渡申田地之
事（下田二所）

川北政廣家所蔵文書3
-62 実物 1

101

1 90

明倫舎の始まりは、南崎権
現社の東に南へ道があり、
その道の東に建っていた武
家屋敷―これを読書場とし
明倫舎と呼びました―

蔡州君遺事 館蔵加藤家文書59-0-
12 実物 1

102 2 91 南崎にできた草創期の明倫
舎の間取り

蔡州君遺事 館蔵加藤家文書59-0-
12

写真パネ
ル
1

103
3 92 学校　明倫館のカリキュラ

ム
旧亀山藩学校創置年月学規役員名
数場所并場所所替校名取調

国立公文書館所蔵　
三重県史料二十九　
和書59015-31

写真パネ
ル 1

104
93
明倫舎の洋学書―和蘭文典
前後編― 和蘭文典前編後編 館蔵明倫館文庫36 実物 1

105
94
明倫舎の洋学書―英語訓蒙
初編―

英語訓蒙初篇 館蔵明倫館文庫36 実物 1

106

4

95
明倫舎の洋書―companion a
tlas― companion atlas 館蔵明倫館文庫28 実物 1

107
5 96

「明倫舎」の他に「亀山明
倫舎書記」の蔵書印がある
―「大日本輿地便覧」―

大日本輿地便覧　乾坤 館蔵明倫館文庫37 実物 1

108

6

6 97
幕末の石川家家臣は、筆算
が第一

（若手の面々、稽古に出席すべき
旨達）

館蔵加藤家文書61-7-
95 実物 1

3ﾍﾟｰｼﾞ 亀山市歴史博物館
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大コーナ
ー番号

小コーナ
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出品
番号 展示キャプション 出品資料名 所属 備考 員

数

109 寛政三年亥六月　宗旨御改帳　伊
勢国鈴鹿郡太岡寺村

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-65 実物 1

110 文化九年申六月　宗旨御改帳　伊
勢国鈴鹿郡太岡寺村

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-64

実物 1

111

98
切支丹かどうかを調べる宗
門改をした証拠―江戸時代
の宗旨改帳―

天保十一年子六月　宗旨御改帳　
伊勢国鈴鹿郡太岡寺村

館蔵鈴鹿郡地方文書1
-66 実物 1

112

1

99
切支丹かどうかを調べる宗
門改をした証拠―明治三年
（1870）の宗旨改帳―

明治三年庚午六月　宗旨御改帳　
白木村

館蔵太岡寺文書 実物 1

113
100
川合村に掲げられていた五
榜の掲示

キリスト教禁止高札 館蔵渡辺家資料 実物 1

114 2

101
度会県が通達した五榜の掲
示の高札―坂之下宿に掲げ
られていたものか―

度会県通達五榜の掲示第二札
市まちなみ文化財Ｇ
所管　関宿まちなみ
資料館展示資料

実物 1

115

102

明治三年（1870）三月十八
日、宣教使の人撰について
伝えたいことがあるから、
亀山藩の大参事か権大参事
の内から、廿日に神祇官へ
来るように―亀山藩からも
宣教使を選ぶ―

庚午八月十九日（宣教人撰御用の
ため参官につき通達）

館蔵加藤家文書6-0-4
0 実物 1

116

103

亀山藩宣教掛に伝えたいこ
とがあるので、神祇官へ出
頭しなさい―ただし礼服を
着用のこと―

（宣教掛御用のため神祇官へ出頭
につき通達）

館蔵加藤家文書6-0-1
1 実物 1

117
105
朝廷に、教典綱領を確定し
て欲しい

辛未三月宣教之儀ニ付御下問ニ付
差出候答議

館蔵加藤家文書6-0-5
5 実物 1

118

3

104
神祇官より宣教使差止のこ
とについての書状

六月廿日（宣教師差止めの神祇官
達につき亀山よりの出府は無用の
旨副啓書）

館蔵加藤家文書60－6
－64 実物 1

119

106

日本武尊墓について、度会
県管下の学校教授、八羽石
男の節により、絵図の通り
二子塚を整備したことを亀
山藩知事から神祇官に伝え
た報告書―明治三年（187
0）七月―

（日本武尊白鳥陵実検につき報告
書）

館蔵加藤家文書6-0-3 実物 1

120 107 亀山藩知事が、日本武尊墓
として整備した二子塚の図

亀山藩二子塚整備図 館蔵加藤家文書66-0-
2

実物 1

121
108
明治三年（1870）、日本武
尊墓祭式のことは明治政府
から指揮があると思います

（日本武尊墓祭式祝詞につき伺
書）

館蔵加藤家文書6-0-4 実物 1

122
109
日本武尊墓の取調は延びま
した （日本武尊墓取調等につき書状） 館蔵加藤家文書6-0-93 実物 1

123

4

110
日本武尊墓として二子塚を
整備しました

（宣教一条・日本武尊祭礼・藩制
廃合等につき内状）

館蔵加藤家文書60-6-
102

実物 1

124
5 111 明治六年（1873）二月、帰

農を選んだ太岡寺村の山伏

明治五年二月朔日年々用之　生死
入籍送籍其余戸籍ニ拘わり候類扣
　太岡寺村

館蔵太岡寺文書 実物 1

125

7

6 112
この地方に入り受入れられ
た三条教則のかたち―板書
き三条教則―

板書き墨書三条教則 館蔵佐川家資料 実物 1

大コーナ
ー番号

小コーナ
ー番号

出品
番号 展示キャプション 出品資料名 所属 備考 員

数

126
113
この地方に入り受入れられ
た三条教則のかたち―官許
印のある三条教憲―

紙本墨書官許三条教憲 館蔵馬路家02-126 実物 1

127 7 6

114

この地方に入り受入れられ
た三条教則のかたち―明治
五年（1872）の学制ととも
に綴じられたる三則―

紙本墨書三則 館蔵森榊原家文書22-
16-139 実物 1

4ﾍﾟｰｼﾞ 亀山市歴史博物館


